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1. はじめに

近年，ディジタルカメラやカメラ付き携帯電話の普及

により，旅行先などで風景を撮影する機会が増えている．

その中で，移動している自動車や鉄道車両の車内から風

景を撮影する機会も多い．このような場合，他の乗客や

窓枠などが障害物としてが写り込むことがある．一般に，

このような障害物を含めずに風景を撮影できることが好

ましい．

このような背景から，自動で障害物を除去した撮影が

できれば，障害物を意識せず，より気軽な風景撮影が実

現可能であると考えられる. そこで本研究では，走行車

内から撮影した画像系列に含まれる障害物を抽出し，風

景部分のみを貼り合わせることで，障害物を含まない風

景画像の合成を目指す．

2. 提案手法

車内での撮影では，撮影時に障害物となる他の乗客や

窓枠などは見えの変化が小さい．一方，撮影対象である

風景の見えは常に変化する．以上のことから，フレーム

間の見えの変化により障害物領域と風景領域を分類する

ことが可能であると考えられる．

そこで本手法では，2段階の処理により見えの変化を

調べ，これらの領域の分類を行う．図 1に本手法の処理

の流れを示す．まず，フレーム間差分をとることで，障害

物領域と風景領域を分類する．次に，各画素のオプティ

カルフロー [1]を算出し，風景領域の画素の中で最もよ

く出現するオプティカルフローのベクトルを風景領域の

移動量とする．その後，各画素のオプティカルフローが

障害物領域および風景領域の移動量のどちらに近いか比

較する．その結果に基づき，障害物領域と風景領域を再

分類する．ただし，障害物の見えの変化は小さいことか

ら，障害物の移動量は 0とする．最後に，各フレームに

おける風景領域のみをずらして貼り合わせることで，障

害物を含まない風景画像を合成する．

図 1 提案手法の処理の流れ

3. 評価実験

提案手法の有効性を実験により評価した．具体的に

は，鉄道車両内から撮影した映像（105フレーム）に本

手法を適用した．評価指標として，障害物領域と風景領

域の分類正解率，および出力画像中に写った障害物領域

の残存率の 2つを利用した．実験の結果，分類正解率は

91.5%，残存率は 0.11%という結果を得た．また，図 2

に入力画像と出力画像を示す．出力画像のうち，橙色で

示された領域が障害物領域の残存箇所である．この結果

から，障害物がほぼ除去できていると考えられる．また，

風景領域が概ね違和感なく貼り合わされている事も確認

できる．以上により，本手法の有効性を確認した．しか

し，出力画像には図 3のような歪みが所々に見られた．

今後は，フレーム毎の補正により歪みを修正し，より高

精度な貼り合わせを行う必要があると考えられる．

4. まとめ

本研究では，走行車内から撮影した風景映像から，他

の乗客や窓枠のような障害物を含まない風景画像を合成

する手法を提案した．今後の課題として，フレーム毎の

貼り合わせ時に行うべき補正方法の検討，より多様な状

況への本手法の適用，などが挙げられる．
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図 2 入力画像の例と出力画像

図 3 出力画像の一部（拡大）
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